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近年，世界的にオープンデータへの関心が高まりつつある．オープンデータの活用が推進され，

国や地方自治体をはじめ多くの団体がオープンデータの公開，活用に取り組んでいる．鹿児島市で

2016年7月にオープンデータがCSV等公開されている．地方自治体のオープンデータは，データ形

式・フォーマットの違いにより開示されても積極的な活用まで至っていないのが現状ではある．本研

究では，RDFに焦点を当てて，述語の語彙共通化を行うため，オープンデータの項目名をクラスタリ

ングし，割り当てられたカテゴリを教師信号として入力し，深層学習を行い，述語のサジェストを提案

する．また，述語のサジェストの結果を示した. 

In recent years, there has been increasing interest in Open Data. The utilization of Open Data has 

been promoted, and many organizations including the national government, local governments and 

other organizations are working on publishing and utilizing Open Data. Open data of Kagoshima City 

has been published in July 2016 as CSV format. Under Open Data of local governments, even if they 

are disclosed due to the difference in data format and the lack of linkage of data, there is no active 

utilization yet. In this research, we focused on the vocabulary that corresponds to the predicate of RDF 

form for Open Data, and proposed a method to suggest predicates by the clustering of item names for 

RDF of Open Data as teacher signals of Deep Learning. Then, we presented results of  the predicate 

suggestion.  
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1 はじめに 

2013年6月にG8で合意されたオープンデ

ータ憲章を皮切りに，世界的にオープンデ

ータへの関心が高まりつつある．オープン

データの活用が推進され，国や自治体をは

じめ多くの団体がオープンデータの公開，

活用に取り組んでいる． 

最近，様々な方法で名前空間が提案され，

それらの名前空間の中で定義されている

クラスやプロパティを述語として利用さ

れている．しかし，実際に市民や民間企業

側にはそのような形の名前空間理解し，述

語を使ってRDFを作成するのは非常に困難

である．また，行財政，国土交通省，経済

産業省等多くの省庁から開示されている

データ形式も地方自治体と同じように，

PDF，html，xls，csvの順に多く，機械判

読に適していないものが多い．全国のデー

タを複数利用し，データの整備を整えるシ

ステムが開発されていないのが現状であ

る[1] ． 

本研究では，RDFに焦点を当てて，述語

の語彙共通化を行うため，オープンデータ

の項目名をWord2Vec[2]でベクトルし，ク

ラスタリングし，割り当てられたカテゴリ

を教師信号として，Deep Learningで学習

し,述語のサジェストを提案する．また，述

語の予測の結果を示した． 

2 現在のオープンデータ状況 

オープンデータの現状はどのようにな

っているか，オープデータの活用促進を行 

 

図1 オープンデータの5段階 

う取込みにについて調査した． 

2.1 オープンデータの5段階 

オープンデータのため，Tim Berners Lee

が図1に示す5つの段階とそれに値するデ

ータ形式を提唱した[3]． 

第1段階から第3段階は,オープンライセ

ンスで提供されていたり,特定のアプリケ

ーション,構造化されたデータとして公開

されているデータ形式であり,第4段階か

ら第5段階は,物事の識別にURIを利用して

いたり,他のデータをリンクしているデー

タ形式である． 

2.2 政府におけるオープンデータ 

政府は,2014年10月1日にデータカタロ

グサイトDATA.GO.JP[4]を開設した.この

サイトでは，政府に関係する各省庁が保有

するデータが2020年04月現在，26,809のデ

ータセットとして開示されている. 

鹿児島市で2016年7月にオープンデータ

がCSV等公開されている[5]．開示されてい

るデータ形式も地方自治体と同じように，

PDF，html，xls，csvの順に多く，機械判

読に適していないものが多い． 



3 提案手法 

本研究では，Tim Berners Lee が提唱し

たオープンデータの５つの段階のデータ

形式(図1)で，機械判読可能である第4段階

のRDF形式に焦点を当てて，述語の語彙共

通化を行うため，オープンデータの項目名

をクラスタリングし, 割り当てられたカテ

ゴリを教師信号として，Deep Learningで

学習し,述語のサジェストを提案する． 

3.1 オープンデータの収集 

地方公共団体が公開するオープンデータ

を「DATA.GO.JP」のデータカタログサイト

のデータベースサイトの地方公共団体の

359のリンクサイトから約3万件のオープ

ンデータを収集した．そのデータでCSV形

式である14286ファイルを抽出した． 

3.2 Word2Vecで単語ベクトル表現 

Word2Vecとは，単語の意味や文法を捉え

るために単語をベクトル表現化して次元

を圧縮したものである．Word2Vecの手法は

図2に示すCBOWとskipgramの2種類である． 

 Word2Vecは単一の単語をベクトル化す

るが,複合語は単語ベクトル空間で表現で

きる．例えば, 図3の単語ベクトルの計算

イメージに示すように「鹿児島」と「県」

の和で「鹿児島県」で表現できる． 

 

図2 Word2VecのCBOWとSkip-gramモデル 

 

図3 ベクトル空間で単語の合成ベクトル 

 

図4 アルゴリズムのフローチャート 

3.3 述語のサジェストの手順 

 図4にアルゴリズムのフローチャートを

示す．その詳細な手順は下記の通りである． 

1． 自治体が公開しているオープンデータ
の csvファイルを収集する． 

2． 項目データと項目名を抽出し,分かち書
きする．日本語の分かち書きとは文を
語に分解し,それぞれをスペースによっ
て区切る書き方である．Janome という
Pythonの形態素解析エンジンを使用す
る． 

3． Word2Vecで項目データと項目名のベク
トルを取得し,図３に示すようにベクトル
を合成する． 

4． 項目名のベクトルのグラスタリグを行う．  



 
図５階層的クラスタリングによって得られた

デンドログラム 

表1 階層クラスタリングによる項目名クラスタ 

 

図 5に階層的クラスタリングによって得ら
れたデンドログラムを示す．クラスタとし
て, 50を設定したときの項目名のクラス
タの一部を表 1に示す．項目データの
ベクトルを入力とし, 項目名のクラ
スタを教師信号として入力し, 深層
学習を行う．オープンソースの深層学
習のライブラリとし,Kerasを用いた．図
6に学習のデータの概念図を示す． 

 
図6 データの流れ 

手順2で抽出した項目名と項目データの

ペア（学習用のデータセット）数は

1,245,709である． 

図 7 項目名のクラスタを使用し学習の精度 

 

図8 項目名のクラスタを使用し学習の損失 

4 実験と結果 

項目名のクラスタをの使用した実験と

LabelEncoder[6]より得た項目名のラベ

ルを使用した実験の 2 つの実験を行った． 

4.1 実験1 

Word2Vecで得た項目データと項目名の

50次元の 100,000データセットを使用し

た．このうち 80,000インスタンスをトレ

ーニングセット,20,000インスタンスを

テストセットとして使用した． 

50次元のベクトルのデータセットを使

用し,100回学習した．図 7 は項目名の 

クラスタを使用して深層学習した精度を 

示し,図 8は学習の損失を示す．それぞれ 



表2 深度学習で予測したクラスタの結果の一部 

 

の縦軸は精度または損失を表し,横軸はエ

ポックを表す．エポックとはデータセット

を使用しニューラルネットワークでトレ

ーニングする回数である． 

表2に項目名と項目データを入力し,深

層学習で予測したクラスタの結果の一部

を示す．この結果から予測した結果はおお

むね適切なクラスタをサジェストできて

いることが分かる．項目データが異なって

いても,予測クラスタの結果は同じになる

場合がある一方で,似た言葉でも異なる述

語にサジェストされている場合でも見ら

れた．これより,階層的クラスタリングに

より一番良い項目名のクラスタを見つけ

る方法と,クラスタの最も適切な数はどれ

かを検討する必要がある． 

4.2 実験2 

前述した手順4で，項目名のクラスタリ

ングのクラスタを使用せずに，代わりに

pythonのLabelEncoderで割り当てられた

ラベルを教師信号として学習する実験を

行った．LabelEncoderは語彙からカテゴリ

データを取り扱う時ラベルを0～n-1の値

に変換できる．ここでnはクラスの種類数

である．LabelEncoderを使用し，語彙から

ラベル(0～n-1)を変換する例を図9に示す． 

図10と図11に実験2の結果を示す．図7の

精度と図10の精度を比較すると，項目 

 

図 9 LabelEncoderでラベルの変換の例 

図 10 項目名のクラスタを使用せず学習精度

 

図 11 項目名のクラスタを使用せず学習損失 

名のクラスタを使用した場合の学習の精

度はLabelEncoderを使用した結果より高

いことが分かった. 

5 まとめと今後の課題 

本研究では，実際に公開されているオー

プンデータを活用して，RDF形式に焦点を



当てて，述語の語彙共通化を行うため，オ

ープンデータの項目名をクラスタリング

し, 割り当てられたカテゴリを教師信号と

し，深層学習を行い,述語のサジェストの

提案を行うシステムを作成した．  

今回は単一の単語に対する述語サジェ

ストを行ったが，今後は単一の列に対する

サジェストについての実験を行う予定で

ある．また，述語をサジェストしたクラス

タを活用し，簡便にRDF化できるシステム

を提供していきたい． 
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